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第第11回回中中央央港港湾湾団団交交開開催催、、要要求求書書提提出出
産産別別賃賃金金統統一一回回答答のの是是非非ににつついいててはは業業側側がが回回答答をを留留保保

産
別
賃
金
・
独
禁
法
問
題
に
つ
い

て
二
〇
一
七
年
十
二
月
二
十
二

日
、
公
正
取
引
委
員
会
か
ら
、
団

体
交
渉
あ
る
い
は
産
別
協
定
に
独

禁
法
は
適
用
し
な
い
と
の
見
解
を

得
た
こ
と
を
受
け
、
業
側
が
ど
う

対
応
す
る
か
注
目
と
な
っ
て
い

た
。
組
合
側
よ
り
業
側
に
対
し

「
独
禁
法
問
題
の
懸
念
は
払
拭
さ

れ
た
、
昨
年
の
一
六
八
、
九
二
〇

円
を
追
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
、

賃
金
の
統
一
回
答
を
お
願
い
す

る
」と
質
す
と
、
業
側
は「
現
状
、

結
論
が
で
て
い
な
い
」
と
し
て
回

答
を
留
保
し
た
。
こ
れ
に
対
し
組

合
側
よ
り
「
言
え
な
い
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
」
と
迫
っ
た
が
、
業

側
も
検
討
中
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、「
労
務
コ
ス
ト
を
企
業
間
競

争
の
要
件
に
さ
せ
な
い
た
め
に
も

産
別
統
一
回
答
に
は
拘
っ
て
い

く
」と
伝
え
、次
回
を
待
つ
こ
と
と

し
た
（
第
二
回
中
央
港
湾
団
交
は

三
月
七
日
開
催
と
決
定
し
た
）。

Ｒ
Ｔ
Ｇ
社
会
実
験
問
題
に
つ
い
て

組
合
側
よ
り「
国
の
政
策
・
法
律

が
ら
み
の
問
題
が
非
常
に
多
く
な

っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
化
も
港
湾
の
中

枢
に
及
ぼ
う
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
私
た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
い

た
だ
か
な
い
と
、
一
方
的
に
政
策

だ
け
が
推
進
さ
れ
私
た
ち
が
排
除

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。Ｒ
Ｔ
Ｇ
自
動
化（
遠
隔

操
作
）
社
会
実
験
は
導
入
し
な
い

と
言
い
な
が
ら
や
ら
れ
て
い
る
。

自
分
た
ち
の
業
域
・
職
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
と
い
う
立
場
に
立
っ

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
労
使
で

協
調
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

Ｒ
Ｔ
Ｇ
自
動
化
社
会
実
験
に
つ
い

て
は
、
国
交
省
に
対
し
『
労
使
合

意
の
な
い
港
湾
政
策
は
推
進
し
な

い
』
と
書
い
て
頂
く
よ
う
求
め

る
」
と
業
側
に
協
力
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
業
側
は
「
業
側

に
と
っ
て
も
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
で
あ

り
、
労
働
者
を
排
除
し
て
（
Ｒ
Ｔ

Ｇ
を
）
導
入
す
る
こ
と
な
ど
あ
り

得
な
い
」
と
述
べ
た
。

団
交
終
了
後
、
引
き
続
き
業
側

と
組
合
側
と
の
間
で
調
整
を
続
け

た
結
果
、
二
〇
一
八
年
度
分
ま
で

は
社
会
実
験
を
認
め
る
と
の
合
意

に
達
し
、
二
月
二
十
六
日
付
、
覚

書
を
交
わ
し
、
社
会
実
験
の
問
題

に
つ
い
て
は
区
切
り
と
し
た
。

二
〇
一
八
年
要
求
書
の
ポ
イ
ン
ト

要
求
書
で
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
部

分
と
し
て
は
、
前
文
に
お
い
て

「
産
別
協
議
体
制
や
産
別
協
定
へ

の
い
か
な
る
介
入
に
対
し
て
も
、

労
使
協
同
で
こ
れ
を
断
固
と
し
て

排
除
す
べ
く
努
力
す
る
」
と
こ
れ

ま
で
労
使
で
確
認
し
て
き
た
点
を

改
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
認

可
料
金
の
復
活
を
引
き
続
き
求
め

て
い
く
、
産
別
制
度
賃
金
を
引
き

上
げ
る
（
一
七
春
闘
時
の
一
六

八
、
九
二
〇
円
を
日
港
協
と
し
て

承
認
し
た
上
で
、
産
別
最
低
賃
金

を
月
額
一
七
四
、
〇
〇
〇
円
、
日

額
七
、
五
七
〇
円
に
改
定
。
在
る

べ
き
賃
金
を
改
定
〔
六
％
ア
ッ

プ
〕。
基
準
賃
金
を
全
港
・
全
職

種
適
用
と
し
、
四
〇
歳
三
六
八
、

九
〇
〇
円
に
改
定
。
標
準
者
賃
金

を
、
二
六
四
、
六
〇
〇
円
に
改
定

し
当
該
労
働
者
の
賃
金
を
到
達
さ

せ
る
）、
六
五
歳
ま
で
の
定
年
延

長
を
前
進
さ
せ
る
、
三
島
川
之
江

港
の
指
定
港
化
を
引
き
続
き
求
め

る
、
港
湾
労
働
者
の
職
域
を
守

る
、
日
雇
い
不
使
用
協
定
の
徹
底

を
求
め
「
常
用
労
働
者
派
遣
セ
ン

タ
ー
制
度
（
仮
称
）」
の
創
設
を

求
め
る
、
産
別
協
定
を
全
港
・
全

職
種
適
用
と
す
る
よ
う
求
め
る
、

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
再
編
等
に
と
も
な

う
雇
用
と
就
労
へ
の
影
響
措
置
を

求
め
る
、
指
定
事
業
体
か
ら
本
体

へ
の
採
用
切
換
を
促
進
さ
せ
る

（
中
央
団
交
で
の
解
決
を
求
め

る
）、
四
五
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ

の
公
道
走
行
対
策
を
求
め
て
い
く

等
々
。
業
側
に
真
摯
な
回
答
を
期

待
す
る
と
し
た
。
（
片
柳
悦
正
）

第
一
回
中
央
港
湾
団
交
が
二
月
七
日
に
開
催
さ
れ
、一
八
港
湾
春
闘
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
た
だ
し
、一
八
港
湾
春
闘
に
あ
っ
て
は

中
央
港
湾
団
交
開
催
に
先
立
ち
、
昨
年
来
懸
案
と
な
っ
て
い
た
産
別
賃
金
・
独
禁
法
問
題
へ
の
対
応
、
国
が
進
め
て
い
る
Ｒ
Ｔ
Ｇ
自
動
化
社

会
実
験
問
題
へ
の
対
応
を
ど
う
す
る
か
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
を
合
わ
せ
て
お
こ

な
っ
た
。
そ
の
上
で「
二
〇
一
八
年
度
産
別
労
働
条
件
及
び
産
別
協
定
の
改
定
に
関
す
る
要
求
書
」を
提
出
し
、交
渉
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

二
月
八
日
か
ら
二
十
二
日
と

久
々
東
北
オ
ル
グ
を
行
っ
て
き

た
。
と
は
い
っ
て
も
、
全
港
湾
内

部
だ
け
の
オ
ル
グ
で
は
な
い
。
各

県
の
平
和
セ
ン
タ
ー
も
し
く
は
平

和
労
組
、
自
治
労
と
の
共
同
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
要
請
行
動
で

あ
る
。

労
働
運
動
の
縦
と
横

労
働
運
動
の
縦
と
横
に
つ
い

て
、あ
ら
た
め
て
ひ
と
こ
と
。労
働

運
動
は
縦
と
横
が
あ
る
。
縦
は
産

別
運
動
が
基
本
だ
。
全
港
湾
は
全

国
港
湾
の
中
で
産
別
運
動
を
取
り

組
ん
で
い
る
。
し
か
し
縦
の
運
動

は
産
別
運
動
が
停
滞
す
る
と
、
企

業
系
列
内
に
閉
じ
こ
も
り
、
企
業

内
運
動
に
陥
る
危
険
性
が
あ
る
。

横
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
で
あ

り
、
企
業
を
超
え
た
付
き
合
い
に

よ
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。
一

九
五
〇
年
か
ら
約
四
〇
年
間
、
日

本
の
労
働
運
動
の
中
心
で
あ
っ
た

日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
（
総

評
）
は
、
企
業
内
運
動
に
埋
没
し

な
い
よ
う
に
横
の
運
動
、
地
域
共

闘
、
地
区
労
運
動
を
重
視
し
て
き

た
。
全
港
湾
が
地
区
労
運
動
の
強

化
を
運
動
方
針
に
据
え
て
い
る
の

は
、
こ
の
流
れ
を
く
む
た
め
だ
。

地
域
運
動
の
重
要
性

一
九
八
九
年
に
つ
く
ら
れ
た
日

本
労
働
組
合
総
連
合
（
連
合
）

は
、
そ
れ
ま
で
の
地
域
共
闘
、
地

区
労
な
ど
横
の
つ
な
が
り
や
運
動

を
否
定
し
、
あ
く
ま
で
も
産
別
運

動
（
縦
の
運
動
）
を
基
本
に
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、

産
別
運
動
が
よ
わ
ま
り
企
業
内
運

動
の
色
彩
が
強
ま
っ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
労
働
組
合
の
力
は

弱
ま
り
、
働
く
環
境
は
年
々
悪
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
地
域
の
つ
な

が
り
、
地
域
の
運
動
は
大
切
だ
と

い
う
声
が
改
め
て
強
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
全
港
湾
も
沖
縄
平
和
行

進
や
フ
ク
シ
マ
連
帯
キ
ャ
ラ
バ
ン

の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
た
た
か

う
労
働
組
合
の
連
携
や
地
域
の
共

闘
の
強
化
を
模
索
し
て
き
た
。

全
国
地
区
労
交
流
会
・
三
九
回
目

こ
の
中
で
地
域
運
動
の
継
続
・

発
展
の
た
め
に
、
全
国
地
区
労
交

流
会
が
約
四
〇
年
間
、
ね
ば
り
強

く
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。
昨
年
十

二
月
、「
全
国
地
区
労
交
流
会
の
福

島
開
催
」の
要
請
が
あ
っ
た
。地
域

運
動
の
強
化
と
と
も
に
、
原
発
事

故
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
福
島

で
開
催
し
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

こ
れ
は
、
全
港
湾
の
運
動
の
発

展
に
も
つ
な
が
る
と
判
断
し
、
取

り
組
み
を
始
め
た
。
そ
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
地
区
労
交
流
会
が
大
き

な
広
が
り
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と

を
克
服
し
、
労
働
運
動
全
体
に
広

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

東
北
各
県
の
平
和
労
組
へ
の
要
請

全
国
地
区
労
交
流
会
は
平
和
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
後
援
し
て
い
る
。
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
地
域
運
動
や
反

戦
平
和
な
ど
連
合
に
持
ち
込
め
な

い
課
題
を
取
り
組
み
、
前
述
の
総

評
の
歴
史
を
引
き
継
ぐ
努
力
を
し

て
い
る
。
地
方
で
は
、
各
県
平
和

労
組
（
平
和
セ
ン
タ
ー
、
平
和
フ

ォ
ー
ラ
ム
も
同
じ
）
が
、
地
域
運

動
を
継
承
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

せ
っ
か
く
東
北
開
催
な
の
だ
か

ら
、
各
県
の
平
和
労
組
全
体
に
呼

び
か
け
る
こ
と
と
し
、
二
月
八
日

か
ら
二
十
二
日
に
か
け
て
要
請
行

動
を
行
っ
た
。
現
在
検
討
中
の
団

体
も
含
め
て
、
東
北
各
県
平
和
労

組
の
後
援
を
い
た
だ
け
る
流
れ
に

な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
全
国
の
地

域
運
動
の
交
流
を
成
功
さ
せ
た
い

（
全
国
地
区
労
交
流
会
の
細
目
に

つ
い
て
は
、
後
日
掲
載
し
た
い
）。

もも
っっ
とと
もも
っっ
とと
団団
結結
をを
ひひ
ろろ
げげ
よよ
うう

東東
北北
地地
区区
オオ
ルル
ググ
でで
地地
域域
共共
闘闘
強強
化化

中中
央央
執執
行行
委委
員員
長長

松松
本本
耕耕
三三

青森平和労組への要請行動

東京都大田区蒲田
5の10の2

全日本港湾労
働組合機関紙
（毎月1日発行）

一部20円（組合員の購読料は
組合費の中に含む）
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第第5511期期中中央央労労働働講講座座開開催催
自自動動化化問問題題にに労労働働組組合合ととししててどどうう向向きき合合ううかか

全
港
湾
第
五
一
期
中
央
労
働
講
座
を
、
愛
知
県
シ
ー
パ
レ
ス
に

お
い
て
、
二
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
の
日
程
で
開
催
、
三
五

名
が
受
講
し
た
。

第
五
一
期
の
労
働
講
座
は
、
国

際
・
国
内
運
輸
産
業
の
将
来
像
と

問
題
点
を
提
起
す
る
中
で
活
動
家

の
育
成
を
図
っ
て
行
こ
う
と
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
な
が
ら
、

映
像
を
中
心
と
し
た
講
義
が
組
ま

れ
、
講
座
参
加
者
に
意
識
改
革
を

促
し
た
。

労
働
講
座
開
会
に
あ
た
っ
て
、

真
島
教
宣
部
長
（
書
記
長
）
は
「
今

回
の
テ
ー
マ
は
『
物
流
の
自
動
化

問
題
』
だ
。
日
本
は
二
〇
三
〇
年

ま
で
に
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
港

湾
施
設
の
自
動
化
を
図
る
と
し
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
い
け
ば
、
二
〇

二
五
年
ま
で
に
物
流
ト
ラ
ッ
ク
の

自
動
化
が
な
さ
れ
、
二
〇
三
〇
年

ま
で
に
は
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

で
自
動
運
転
が
な
さ
れ
る
と
囁
か

れ
て
い
る
。
今
の
時
点
で
、
全
港

湾
も
全
国
港
湾
も
自
動
化
に
つ
い

て
は
猛
反
対
し
て
い
る
が
、
し
か

し
、
反
対
、
反
対
と
言
っ
て
い
て

も
、
将
来
ど
う
な
っ
て
い
く
か
は

分
か
ら
な
い
。
敵
を
知
る
と
い
う

意
味
で
も
自
動
化
に
つ
い
て
の
講

義
を
受
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。将
来
展
望
も
含
め
、大
い
に

勉
強
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、港
湾
・

ト
ラ
ッ
ク
の
自
動
化
に
つ
い
て
大

い
に
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

等
々
と
述
べ
、
来
る
べ
き
将
来
に

備
え
る
よ
う
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

講
座
一
日
目
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
東
京

事
務
所
の
田
口
講
師
か
ら
「
Ｉ
Ｔ

Ｆ
世
界
大
会
の
テ
ー
マ
と
国
際
運

輸
の
現
状
と
課
題
」
と
題
す
る
講

演
を
受
け
、
二
日
目
は
、
交
運
労

協
の
松
谷
事
務
局
次
長
か
ら
「
交

通
運
輸
産
業
を
取
り
巻
く
情
勢
及

び
展
望
と
課
題
」と
題
す
る
講
演
、

続
い
て
全
港
湾
の
真
島
書
記
長
か

ら
「
二
〇
一
八
春
闘
の
重
要
性
」

に
つ
い
て
の
講
演
を
受
け
た
。
そ

し
て
、
各
講
演
の
内
容
を
踏
ま
え

た
上
で
「
物
流
の
自
動
化
」
を
テ

ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
お
こ
な
っ
た
。
労
働
講
座

最
終
日
に
は
全
港
湾
の
松
本
委
員

長
か
ら
「
港
湾
に
お
け
る
産
別
労

働
運
動
の
現
状
と
歴
史
」
と
題
す

る
講
演
を
受
け
、
講
座
を
締
め
く

く
っ
た
。
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
自
動
化
の
動
き
が
予
想
外

に
速
い
こ
と
に
驚
き
の
声
が
あ
が

っ
て
い
た
。（
片
柳
悦
正
）

【
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

概
要
】

四
班
に
分
か
れ
、
自
動
化
の
波

が
押
し
寄
せ
て
き
た
ら
組
合
と
し

て
ど
う
い
う
対
処
す
る
か
等
の
議

論
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

班
ご
と
に
若
干
の
違
い
は
あ
っ
た

が
、
自
動
化
に
は
原
則
反
対
の
立

場
を
と
り
な
が
ら
も
、
労
働
者
が

恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
範
囲
、
労
働

条
件
の
低
下
を
招
か
な
い
範
囲
で

あ
れ
ば
検
討
の
余
地
は
あ
る
と
の

意
見
で
ま
と
ま
っ
た
。
そ
し
て
、

検
討
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
責

任
の
所
在
を
明
確
化
し
、
協
定
化

し
、
雇
用
と
職
域
を
確
保
す
る
こ

と
が
大
前
提
で
あ
る
と
し
た
。

【
Ｉ
Ｔ
Ｆ
世
界
大
会
の
テ
ー
マ
と

国
際
運
輸
の
現
状
と
課
題
概
要
】

Ｉ
Ｔ
Ｆ
（
国
際
運
輸
労
連
）
は

一
八
九
六
年
に
欧
州
の
船
員
組
合

と
港
湾
労
組
の
連
帯
の
中
か
ら
誕

生
し
た
組
織
。
そ
れ
か
ら
一
二
〇

年
ほ
ど
経
過
し
た
今
日
一
四
七
カ

国
一
九
七
〇
万
人
が
加
盟
す
る
ま

で
に
成
長
し
た
。
今
年
は
四
年
に

一
度
の
世
界
大
会
が
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
前
回
の
大
会
で
は
「
主
要

な
物
流
ハ
ブ
や
コ
リ
ド
ー
ル
の
統

合
、
大
手
事
業
者
へ
の
影
響
力
行

使
、
地
理
的
シ
フ
ト
へ
の
対
応
、

現
場
組
合
員
の
活
性
化
」
の
四
点

を
運
動
方
針
と
し
て
掲
げ
取
り
組

ん
で
き
た
。
Ｆ
Ｏ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
船
員
の
劣
悪
な
労
働
条
件
な

ど
を
改
善
、
搾
取
や
差
別
か
ら
守

る
等
々
）、
Ｐ
Ｏ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
港
湾
労
働
者
の
労
働
条
件
の

確
保
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
対
策
等
々
）
に
も

取
り
組
ん
で
き
た
。
最
近
で
は
三

島
川
之
江
港
の
問
題
に
力
を
入
れ

て
き
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｆ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

大
会
で
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
変

化
（
人
工
知
能
、
ロ
ボ
ッ
ト
化

等
々
）
に
伴
う
仕
事
の
未
来
に
ど

う
向
き
合
う
か
が
焦
点
と
な
っ
て

い
く
。
労
働
組
合
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
理
解
し
、
新
技
術
を
労
働
者

の
生
活
向
上
に
つ
な
げ
、
搾
取
的

な
適
用
を
い
か
に
防
止
し
て
い
く

か
が
最
大
の
課
題
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

【
交
通
運
輸
産
業
を
取
り
巻
く
情

勢
及
び
展
望
と
課
題
概
要
】

安
倍
政
権
は
交
通
運
輸
産
業
を

破
壊
す
る
新
自
由
主
義
改
革
・
行

き
過
ぎ
た
規
制
緩
和
を
強
引
に
進

め
て
来
た
。
そ
の
結
果
、
労
働
環

境
は
悪
化
し
、
重
大
事
故
が
多
発

す
る
状
況
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
適
正
な
労
働
条
件
の
担
保
、

安
全
対
策
等
を
求
め
て
運
動
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
。
国
は
二
〇
二

〇
年
ま
で
の
総
合
物
流
施
策
大
綱

を
決
定
し
、
港
湾
の
中
長
期
政
策

で
あ
る
「
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
二
〇
三
〇
」

の
中
間
と
り
ま
と
め
を
お
こ
な
っ

た
。
自
動
化
に
つ
い
て
は
、
過
重

労
働
の
軽
減
、
安
全
性
の
向
上
と

い
っ
た
プ
ラ
ス
の
面
も
あ
る
が
、

事
故
等
が
起
き
た
場
合
の
責
任
の

所
在
を
ど
う
す
る
か
、
機
械
と
労

働
者
の
係
わ
り
方
等
を
十
分
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
、
人
間
中
心
の

自
動
化
が
問
わ
れ
る
。
改
善
に
向

け
、
働
く
目
線
か
ら
政
策
を
要
求

し
、
急
激
に
進
化
す
る
時
代
に
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
し

て
何
よ
り
、
労
使
交
渉
を
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

「
雇
用
共
同
ア
ク
シ
ョ
ン
＠
新
潟
」ス
タ
ー
ト

地
域
か
ら
闘
い
を
進
め
、中
央
へ
の
運
動
に
繋
げ
る

去
る
、
二
月
十
七
日
（
土
）「
雇

用
共
同
ア
ク
シ
ョ
ン
＠
新
潟
」
ス

タ
ー
ト
集
会
を
総
勢
一
二
〇
名
が

参
加
す
る
中
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
加
盟
団
体
は
、
全
港
湾
新
潟

支
部
、
新
潟
地
区
労
会
議
、
新
潟

県
労
連
、
新
潟
地
区
労
連
な
ど
を

中
心
に
一
七
〇
労
組
が
加
盟
し
、

「
真
の
働
き
方
改
革
を
学
び
」、

「
働
か
せ
方
改
悪
に
反
対
」
す
る

目
的
で
立
ち
上
げ
に
至
り
ま
し

た
。共

同
代
表
の
新
潟
支
部
鈴
木
委

員
長
か
ら
は
「
安
倍
政
権
は
、
働

き
方
改
革
や
賃
上
げ
な
ど
、
あ
た

か
も
政
府
が
主
導
し
て
い
る
か
の

よ
う
な
発
言
を
繰
り
返
し
国
民
の

理
解
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
。
本

来
、
労
働
条
件
や
賃
上
げ
は
労
働

組
合
が
交
渉
し
て
勝
ち
取
る
も
の

で
あ
る
が
、
こ
こ
最
近
で
は
闘
わ

な
い
労
働
組
合
が
増
え
て
き
て
い

る
現
状
も
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

労
働
組
合
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ

る
重
要
な
闘
い
に
、
組
織
の
垣
根

を
超
え
連
帯
し
行
動
で
き
る
組
織

が
で
き
た
こ
と
は
感
激
し
て
い

る
。
働
く
も
の
が
一
つ
に
な
っ

て
、
真
の
改
革
を
構
築
す
る
た
め

に
も
幅
広
い
運
動
が
必
要
」
と
力

強
い
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
元
新
聞
労
連
委
員
長
の
東
海

林
さ
ん
と
全
労
働
中
央
執
行
委
員

長
の
森
崎
さ
ん
が
「
政
府
の
考
え

る
働
き
方
改
革
は
厚
生
労
働
省
の

弱
点
を
突
い
た
法
案
で
あ
り
、
労

働
者
の
立
場
を
更
に
弱
め
る
事
が

懸
念
さ
れ
る
。
改
革
と
は
本
来
、

労
働
者
の
立
場
に
立
っ
て
良
質
な

労
働
力
を
保
障
す
る
事
が
重
要
で

あ
り
、
あ
ま
り
に
も
不
透
明
な
部

分
が
多
す
ぎ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
労

働
者
と
し
て
働
く
尊
厳
を
守
り
、

人
と
し
て
安
心
し
た
生
活
を
行
う

た
め
に
も
連
帯
し
て
阻
止
す
る
事

が
重
要
」
と
唱
え
ま
し
た
。
次

に
、
事
務
局
か
ら
今
後
の
行
動
と

し
て
、
街
宣
や
署
名
、
決
起
集
会

な
ど
の
提
起
が
あ
り
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
更
に
参
加
単
産
、
単
組
の

代
表
者
か
ら
意
見
、
質
問
や
労
働

実
態
の
報
告
が
あ
り
、
情
報
の
共

有
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
新

潟
地
区
労
会
議
議
長
よ
り
、
幅
広

く
運
動
を
広
め
労
働
者
の
団
結
と

連
帯
を
示
し
、
地
域
か
ら
闘
い
を

進
め
、
中
央
へ
の
運
動
に
繋
げ
る

事
を
誓
い
集
会
を
締
め
ま
し
た
。

新
潟
県
は
、
先
の
参
議
院
、
県

知
事
、
衆
議
院
選
挙
で
野
党
共
闘

が
整
い
市
民
と
連
帯
し
て
勝
利
を

収
め
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
も

�
そ
の
力
�
を
最
大
限
に
利
用
す

る
と
共
に
新
潟
支
部
は
そ
の
先
頭

に
立
っ
て
運
動
を
進
め
て
行
き
ま

す
。

（
新
潟
支
部
書
記
長

山
賀

茂
）

第51期中央労働講座講師陣

自動化が進む飛島ＣＴ
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